
 
 

栗原市でアスパラガス栽培に取り組む

「くりこまかやのうえん」の西綾子さんは、

移住を機に新たな農業の道を歩み始めた。   

関東で就業したのち、縁あって栗原市に

定住。アスパラガス栽培のため山形県で就

農した夫の西浩幸さんと今後の圃場拡大

を計画し、市内でアスパラガス栽培を選択

した。 

現在はハウス栽培に取り組み、市の園芸

ハウス整備事業を活用し基盤を整えた。昨

年５月に定植した株は、猛暑や水不足とい

った異常気象の影響を受けながらも順調

に生育し、今春初収穫を目前に控える。「緊

張と同時に、皆さんの協力を得てようやく

出荷できることが楽しみでもある」と期待

を語る。 

栽培では湿度や霜対策など環境管理に

細心の注意を払い、柔らかく甘みのある品

質を目指す。将来的にはホワイトや紫アス

パラへの挑戦も視野に入れる。 

新米農業者として「学ぶことばかりだが、

消費者の方々に美味しいと言っていただ

けるとやりがいと喜びがある」と話し、脱

サラして夫婦で就農したことにより、家族

で目標や時間を共有できる点にも魅力を

見いだす。今後は栗原市でのブランド化を

目指し、仲間を増やしながら地域農業の活

性化に貢献していく考えである。 
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栗 原 市 
移 住 先 で 夫 婦 が ア ス パ ラ 就 農  市 の 事 業 活 用 し 初 出 荷 迎 え る  

【記事提供】 栗原市農業委員会 

夫の浩幸さん（左）と収穫したアスパラを手にす

る西さん 

今年の初収穫に臨むおふたり 


